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新型 トラ ンス Rui に 


MODEL RP-280 


実体 図 ・ カ ラー ペー ジ 参 照 


より QUADIHI を 凌ぐ 


KT-66 ブ ッシュ ブル 


バ ワ ー・ ア ンプ の 製作 


氏家 高明 


読者 の 方 々 と 


遅れ ば せな が ら イ ンタ ーネット を 
始め まし た . 結構 ハマ っ て し まい ま 
し た . そん な ネッ ト 上 で の 仲間 も 増 
え , 日 々 楽し く 過 ご し て お り ま す 。 

さて 。 今回 発表 の アン プ は そん な 
介 M の 6 ] で 生ま れ た も の で す . 

真空 辻 ア ンプ ・ フ ァ ン の 間 

2A3 や 300B の 2 ンプ は 
人 気 が 集 中 する の は 当然 で す が , 対 


極 の アン プ で ある 多 極 管 。 高 負 帰 本 
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音 の 良さ き 。 は 既に 


アン プ で ある Quad II に は 根強い 
人 気 が あ る よう で す .。 シン プル で あ 
りな が ら 高 帰還 特有 の 客観 任 の ある 
組 さ ん 御 承 知 の 様 
Ke が 

オリ ジ ナ ル は Quad II は モノ ラ 
ル で す が , 今回 は 2 チャ ネル を ひと 
つの シャ ー シ に コンパ クト に まとめ 
た ステ レオ 版 で す . 


Quad 1 に つい て 


Quad II は モノ ラル 時 代 に 開発 さ 


れ た イギリス を 代表 する 真空 管 ア ン 
プ で す 。 ヨー ロッ パ で は 他 に ポイ ン 
ト ・ ワ ン で 一 世 を 風 有 記 し た リー ク 社 
また カソード 結合 位相 反転 を 現在 の 
形 に し た ムラ ー ド 社 。 な ど が あり ま 
じ だ 。 

Qaud 社 の Qaud II は 独自 の 回 
路 で あり な が ら , その 完成 度 は 大 変 
グレ ー ド の 高い も の で , 現在 に お い 
て も その 人 性 能 と 音質 は 色 褐 せ て お り 
ませ ん 。. 
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回 路 


オリ ジ ナ ル Quad II の 回 路 を 第 
1 図 に 示し ます . 

出力 段 は KT 66 を ビー ム 接 続 と 
し た ほぼ A 級 動作 で す . また , 出力 
トラ ンス より カソード 負 帰 還 が か け 
られ 出力 管 の 等 価 内 部 抵抗 を 下げ て 
お り ま す 。, 

電圧 増幅 , 位相 反転 は 2 本 の 
EF 86/6267 が 用 いら れ て お り , 従 
来 で は 見 られ な い 奇 怪 な 回 路 で , 何 
か と 物議 を か も し 出し て お り ま す . 
一 見 , 古典 型 位相 反転 型 の よう で す 
が , いろ いろ な 動作 が 折り 重なっ て 
お り ま す . そもそも この オリ ジ ナ ル 
回 路 自 身 が 電気 的 に 理想 的 か ? と 
いえ ば 実は 怪し い 部 分 も あり ます . 
負 帰 還 は まこ と に 変 な 動作 を 行っ 
て いる よう で す . Vi」 に は 負 帰 還 , V。 
は キャ ン セ ル ,。 そし て 出力 管 の グリ 
ッ ド 抵抗 が 100 0 を 介し て アー ス 
され て お り ,。 この 部 分 に 負 帰 還 が 帰 
っ て お り ま すか ら , この 部 分 は 正 ・ 
負 帰 還 。 と な っ て お り ま す . 

し た が っ て , 出力 管 の 入力 は 厳密 
に 言え ば 完全 な バラ ンス 入力 で は 具 
合 が 悪い 事 と な る で し ょ う . 


1O 


を < 第 1 図 > Quad II の オリ ジ ナ ル 回 路 

位相 反転 の 機能 で は スク リー ン ・ 
グリ ッ ド 結合 (0.1 /F) が 支配 的 で , 
古典 型 抵抗 分 圧 と カソード 結合 型 は 
補助 の よう な 役目 し か 果たし て お り 
ませ ん . 現代 風 に 考え る な ら ス クリ 
ー ン ・ グ リッ ド は 定 電 流 で 縛り V。 
の グリ ッ ド に 人 負 帰 量 を 戻す 、。 と いう 
風 に な る で し ょ う 。 

た だ , この 方 法 は 良く 言え ば , 消 
ら か , 悪く 言え ば , 笛 気 の 無い 音質 , 
と な っ て し まう で し ょ う 。 電気 的 に 
は と も か く ピ ー タ ー・ ウ ォ ー カ ー 氏 
考案 の この 回 路 , 結果 的 に は よく 出 
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来 て いる と 思い ます . 
理想 的 由 力 トラ ンス 


今回 この Quad II 製作 に あたり , 
ISO の 鈴木 氏 に 出力 トラ ンス の 製 
作 を お 願い し まし た . 基本 的 に は 同 
社 の U-405 を ベー ス に カソード 人 負 
帰 本 巻 線 を 追加 し た も の で す . 

ここ で 鈴木 氏 に 出し た 要望 で も っ 
と も 重大 な 事柄 が あり ます ,。 それ は 
超 高 域 の 理想 的 な 減衰 特性 で す . 

高 域 の 減衰 特性 を 理想 的 な 形 に し 
て 負 帰 選 を か ける と 音質 は 格段 に 良 


Oi 
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販売 と な り ま す , 販売 は 本 誌 サ ー ビ 
ス 部 お よび 当 イ ンタ ーネット ・ シ ョ 
ッ プ で す . 金属 加工 は 私 の 専門 で す 
か ら シ ャ ー シ に 関し て は 問題 は な い 
の で す が , トラ ンス は ISO 製 で す . 
元 来 , 凝り 性 の 私 で すか ら 。 ト ラン 
ス も 一 か ら 製 作 し た か っ た の で す 
が , 前 記 , 理想 の トラ ンス 実現 で も 
お 解り の よう に 誤 練 し た 鈴木 氏 で さ 
え 10 年 の 歳 月 が か か っ て お り ま 
す 。 トラ ンス の 製作 は 歴然 と し た 教 
科 書 , と いう 物 は あり ませ ん . 高度 
な 技 は 過去 の 経験 の 積み 重ね に よる 
も の で す 。 今 か ら 見 習い 工 を 志 し て 
も 完成 する まで に 寿命 の 方 が 先 に 尽 
き て し まい ぞう で です: 二 じ た が っ で 。 


デザ イン お よび ケー ス の み を 製作 
し , 肝心 の 中 身 は 無理 を 言っ て 鈴木 
氏 に 協力 を 仰ぎ まし た . 

シャ ー ジ (RU-SST) は 第 3 図 の 通 
り 。 トッ プ ・ パ ネル が SUS/2 mm, 
側板 及び 底 カ バー は Fe/1.6 mm, 
ボン デ ・ 鋼 板 に メラ ミン 焼き つけ 塗 
装 を 施し た も の で , すべ べ て レー ザ 
ー 加 工 に よる も の で す . この シャ ー 
シ は 各部 分 が すべ て 分 解 出来 る の 
で ,。 トッ プ ・ パ ネル 部 分 だ け で 配線 
は すべ て 完了 し ます . 

SUS/2 mm は 重量 物 の トラ ンス 
を 取り 付け て も ひずみ ませ ん か ら 。 
組み 立て 配線 の 作業 は 驚 く ほ ど 楽 に 
出来 ます . 搭載 可能 な トラ ンス は 今 


な 


M 


の 


回 の Rui 以外 に ISO 製 も 共用 寸法 
と し まし た 。 電源 トラ ンス は MX- 
280, ひと 回 り サ イズ の 小さ い MX- 
205。 また ケー ス に 入っ た ME-225 
等 . 出 了 カト ラン ス で は FE-25-8, U 
405 な ど 幅 広い バリ エー ショ ン と な 
っ て お り ま す . 

出力 トラ ンス (RU-40-5 K) は 第 4 
図 の 通り で , 2.3 mm 厚 の 鋼板 製 に 
収納 . 背 氷 の 高い 出力 管 と よく マッ 
ナナ いた ツウ ま すこ 

電源 トラ ンス (RP-280) は 同社 の 
MX-280 を その まま Rui の ケー ス 
に 納め た も の で す (第 5 図 ). 
今回 B 電 源 電 流 が 定格 より 少々 
オー バー ぎみ で す が ヒ ー タ 巻き 線 を 


不 
Iranii 
| 
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本 の 方 へ と , 事実 当時 の 負 
帰還 アン プ は デー タ は 素 
晴らし い が , 実際 音 を 聴い 
て みる と 2A3 や ら 300 
B の 適当 に 組ん だ アン プ 
の 方 が 音楽 を 聴く 。 と いう 
目的 な ら ば 圧倒 的 に 素 晴 
らし い 音 を 出し て お り ま 
し た . この 時 期 , 負 帰 還 と 
の 訣別 を きれ た 方 も 多い 
の で は な いで し ょ うか が ? 
し か し , 私 は 上 手 に 構築 
され た 人 負 帰 量 アン プ は , 客 
観 性 の ある リア ル か つ 
生々 し い 音 が 再現 され ま 
す . その た め に は , パワ ー・ 
アン プ で は 出力 トラ ンス 
が 極め て 重要 な キー・ ポ イ 
ング 小 が の で ず , 
従来 出力 トラ ンス の ス 
ペッ ク 表 示 の 基準 は 。 周波 
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出 カ (W 
> 出力 管 の 違い に よる ひずみ 率 特性 
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< 第 9 図 > Quad II の 入出 力 特性 


数 特性 XXdB 以 内 , xx Hz-> 
XX k 昌 Hz。 投入 損失 一 0.Xx dB 以 
下 , ひずみ 率 。 透 破 率 。 いろいろ あ 
り ま す が , 負 帰 選 ア ンプ で は その 減 
衰 特性 が . と くに 高 域 に お いて は も 
っ と も 重要 に な っ て きま す . 高 域 の 
第 1 ポール を 出力 トラ ンス に 置き , 
スグ ガー 比 を 二分 に 収 っ だ た アシ プ は 
補正 に 頼ら ず と も 安定 に 負 帰 還 が か 
か り ま す . 

出力 トラ ンス の 暴れ で 補正 に まみ 
れ た 負 帰 恒 アン プ は 。 ス ペッ ク こ そ 
素晴らし いも の の 魅力 な い 音 し か し 
ませ ん . 

し か し , 十分 に 考慮 され た 負 帰 
アン プ は 無 帰還 や 低 帰 還 で は 表現 出 
来 な い 生 々 し い 音 。 ゾク ッ と する よ 
うな リア ル 感 が 表現 され ます . 


ヒア リン グ , 測定 を くり 返し , 気 
が つく と 各 定 数 は 1998 年 6 月 号 
(Quad IJ ア ンプ ) と 同じ に な っ て お り 
まし た . 今回 は 出力 トラ ンス が 高 性 
能 に な っ た 分 。 より 力 感 が 感じ られ 
ます . 次 回 は 新型 出力 トラ ンス (RU- 
40-8 W) に よる 現代 版 ウ ィ リ アム ソ 
ンス テル スス ュ プア シン です) 

ご 期待 くだ さい . 
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